
観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

【11 月のテーマ】
「コケ」と呼ばれる生きもの

案内人：竹本周平・弘實さと子

　私たちの身のまわりには、たくさんの「コケ」と名のつく
生きものがいます。よく観察してみるとコケ植物だけでは
なく、地衣類や種子植物にも和名に「コケ」とつくものが
あります。今回のてがたんでは、「コケ」をキーワードに、
それぞれの形態を調べてみましょう。

2023 年 11 月 11 日（土）

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地ではマナーを守って観察しましょう

これはコケ植物？地衣類？ただの汚れ？！なんだろう？

（鳥の博物館市民スタッフ）



こんな生きものがいるよ！身のまわりの「コケ」 下見ではこんな「コケ」が見られたよ！　

ウメノキゴケ

　ウメノキゴケは菌類と藻類が共生する
地衣類に分類されます。地衣類は菌類が
藻類を乾燥や紫外線から守り、藻類は
光合成でつくった栄養を菌類に提供しま
す。地衣類には「コケ」と名のつくもの
が多くあり、ウメノキゴケは主に樹木の
幹や枝で見られます。

スギゴケの一種（側面）

　スギゴケは身近なコケ植物のひとつで
す。コケ植物は主に３つのグループに
分類され、スギゴケは蘚（せん）類、
同じく身近なコケ植物であるゼニゴケは
苔（たい）類に分けられます。てがたん
コースではどちらも見られるので、違い
を観察してみましょう。

　種子植物にもコケと名のつくものがあり
ます。身近なものではムラサキサギゴケ
が挙げられます。花期は 4 月から６月頃
で、やや湿った草地や田んぼの畦などに
群生します。
　ちなみに園芸店で見かける食虫植物の
モウセンゴケも種子植物です。
　ムラサキサギゴケ

水に浮くコケ植物「イチョウウキゴケ」

　コケと聞くと地表に張り付くような植物を
イメージしますが、イチョウウキゴケは水面
を浮遊するコケ植物です。水がなくなると陸
生形をとって生育します。全国の水田やため
池などで見られますが、近年は減少傾向にあ
ります。写真は 2013 年 6 月にてがたんコー
スの水田で撮影したもので、ここ数年は、
観察記録はありません。
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